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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・西洋史概論
・卒業論文

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学人事委員長

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

ギリシア語ラテン語自主勉強会

京都ギリシアローマ美術館における講師招聘と講演会の運営（年5回4月、6月、8月、10月、12月）

同志社大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学

文学修士

西洋古代末期の社会史

最終学歴

　【研究上の特記事項】 オックスフォード大学開催の第18回国際教父学会で研究発表　（201９年8月23日）

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化史学会、日本西洋史学会、日本西洋古典学会、地中海学会、キリスト教史学会、史学研究
会、西洋史研究会、日本オリエント学会、日本ビザンツ学会、ジェンダー史学会

キリスト教巡礼と修道制の成立、古代末期女性史、古代末期の帝国と社会変容など

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

文献史学（外国史）演習Ⅰ～Ⅳ（Ⅲ）

授業科目

学部担当科目

・歴史学通論（後期）
・西洋史概論（後期）
・西洋史特殊講義（後期）
・西洋史講読（通年）昨年は後期を分担
・西洋史演習（通年）　　　同上
・史学研究法（共同担当）



単

単

単

単

Oxford大学Exam
School

2019年8月

『奈良史学』第37号、
156－169頁

『文化史学』第75号、
433－451頁

2020年2月

2019年11月

Studia Patristica2021予定

聖書外典『パウロとテクラの行伝』にお
ける女性主人公テクラの自己洗礼場面
に古代における女性の個の自覚の可
能性を見出す。下記発表の論文化。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

上述論文の口頭発表。

①“I Baptize Myself in the
Name of Jesus Christ”
  Female Apostle Thecla and
her Self-Decision in front of
Jesus

②

②

③

古代末期の女性たちをエージェンシー
とモデスティの概念から分析した近年の
研究書2冊を書評。

故浅香正同志社大学名誉教授が同大
学文化史学科の発展に尽くされた功績
と筆者の研究との関係。

③

（学会発表）

①書評
Susan Hylen, The Modest
Apostle: Thecla and the History
of Women in the Early Church,
Oxford, 2015; Kate Wilkinson,
Women and Modesty in Late
Antiquity, Cambridge, 2015

③

（その他）

②浅香正先生と文化史学―こ
れまでとこれからを繋ぐ糸

②

①“I Baptize Myself in the
Name of Jesus Christ”
  Female Apostle Thecla and
her Self-Discovery

③


